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岡 崎 敏 雄  
1。はじめに   




に拡大した通貨危機によって，構造的変動は加速された。   
それまで日本社会の特徴だった終身雇用・企業福祉が，グローバル化に伴っ  
て要請される国際競争力強化の一環として雇用の流動化に向かい始めた（典型  
的には，1995年日経連〈現在の日本経団連〉 による「新時代の日本的経営」  
一終身雇用は基幹社員に絞り，残りは有期雇用に切り換える経営効率化－  
－の提言，1999年派遣労働業種の原則自由化，2004年有期雇用制限の1年か  
ら3年への延長，製造業への派遣の解禁）。   
これにより2005年までの10年間で正社員が446万人減・非正社員は590万人  
増，非正社員の割合が21％から32％に上昇，15～24歳の若年層の50％が非正社  





ちにくくなっている状況がある。   
他方，年金制度の動揺に見られるように，退職年齢後の展望も不透明になっ  
ている。   
このように雇用の軸が転換したことに伴い，職業，結婚，子育て，退職後の  
高齢期に至るまでライフ・コースをあらかじめ想定した生活が確定しにくい状  
況になりつつある。   
















企業教育の中で人材育成を図る従来の構造は後退しつつある。   
それに伴い，大学等高等教育のカリキュラムや研究領域も専門化・細分化へ  
と加速化している。  
臥 世代間教育の構造的困難性  











化していく社会的変動の‾‾Fにある社会に出て行くに当たって，ほとんど無防備   
持続可能性教育とその安としての首語教育のためのカリキュラム諭  






















でアクロス・ヱ土主・カリキュラムが必要とされるものである。   
C．アクロス・タイム・カリキュラム  




どが有形無形の形であるいは親の生き方そのものによって示されていた。   
岡 崎 敏 雄  20  






－メタ・ライフステージの教育・学習－   
これらの態勢作りは，本稿が焦点を置く言語教育においてひとまず出発点を  






















は現実的と言える。   
持続可能性教育とその要としての言語教育のためのカリキュラム論  
－アクロス・カリキュラムのデザイン榊   
d．単一能力項目の養成VS．生態学的自己。自他支援システムの養成  
柵グローバル化の下での社会的変動に対する生態学的対応教育00  
















かなめ   －持続可能性教育の要としての言語教育－  













るわけである。   
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2．グローバル化に対するローカルな視点の形成   
（1）「国際化」概念の変化  
れ90，sにおける「国際化」の定義の拡大・深化－  
A．90，s以前   
グローバル化と一括りにされる多面的な変動の中で，我が国では，「国際化」  
という概念の下に多面的な変動のうちの一定の部分を切り取ってとらえてきた  
と言える。   
その場合，多面的な変動のどの側面に焦点を当てるかという点について時代  
的な変遷を遂げてきたと見ることができる。  
1990年代以前においては，まず「国際化」とは「海外で通用する能力・活用   
持続可能性教育とその要としての．ほ吏教育のためのカリキュラム諭  





















きている。   
その背景には，1990年代特にagenda21（1992）の形でリオ・デジャネイロ・  
サミットで行動計画が示された「持続可能な開発」におけるパラダイム・シフ  







わちパラダイムを環境のみから，環境に加えて開発の両者を統合的にとらえて   
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B．持続可能性教育の開始：   
g10ba］issuesが同時に「内」的性格を持ち始めた  

















ばれる状況を世界レベルで引き起こした。   
持続可能性教育とその姿としての言語教育のためのカリキュラム論  
－アクロス・カリキュラムのデザイン柵  25  
C．「よそのこと」から「自分のこと」  
叫グローバルな視点とローカルな視点の出会い：開発教育・持続可能  



























1）globalissuesに取り組む大学における人材の育成   
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2）参加型プロジェクトの育成  
























2）言語教育・ 留学生教育における持続可能性の追求  
3）綜合教育・専門別教育における持続可能性の追求   
（3）自然科学・人文社会科学諸学の教育・研究における持続可能性の追求  
A．研究における追求   
自然科学および自分社会科学研究における持続可能性の追求の典型例として  
千年持続学研究の構築が挙げられる。   
持続lけ能性教育とその要としての言語教育のためのカリキュラム論  






























乱 数育における追求  
一持続可能性を追求する教育一   
致育においては，持続可能性を追求する教育，具体的には従来行なわれてき   































り，グローバルな協働のパートナーとして特別な位置を形成している。大学コ   
持続可能性教育とその紫としての言語教育のためのカリキュラム論  





























はやはり各個人に委ねられている。   
現実的な突破口としてのリアリティーを待った展開の中心は自然科学諸学に  
おいては，eCO－e餓ciencyの追求として各産業で進められている追求を学的な   








が組み込まれる形になりつつある（剛吼 同上）。  
4．結語   
≠持続可能性教育をアクロス・カリキュラムのデザインを通じて実現する  









実現していくかが課題となる。   
第二に，グローバル化に基づく世界および自然生態系における変動に対して，  
どのように生き方を組み立てていくかに関わるグローバル・リテラシー （Bar－  
ton，1994；岡崎，2005a），エコロジカル・リテラシーの能力を次のような4  
つの問いを考える場を持つことで形成していくことが必要となる：   
1）「世界はどうなっているか」（globalview）／「自然はどうなってい  
るか」（ecologicalview）  
2）「どちらを向いて生きていけばよいか」一行動の基準－ （如obal  
ethics）／（ecologicalethics）   
3）「他人をどう位置づけて生きるか」～ 「公正」を含む－ （釦obal  
equi七y）／「他の生物／自然をどう位置づけて生きるか」（ecological  
equi七y）   
持続可能性教育とその要としての言語教育のためのカリキュラム論  
00アクロス・カリキュラムのデザイン鵬  31   
4）「世界との関係で自分とは何なのか」（globalidentity）／「自然との  
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